
第 1節―　目的と構成

目的1

　リーディングプランは、本市の将来像である「いきいきした市民の舞台、ここちよい地域の舞台、風格
ある都市の舞台のあるまち・松戸」について、そのめざしたい未来像を4つのシナリオの中から明らかに
し、その未来像に到達するためのプランを提示するものです。そして、めざしたい未来像に向けて、必要
となる主要な施策を示します。

構成2

　リーディングプランは、次の5つのプランとします。

リーディングプランの
策定手法3

　リーディングプランの策定にあたっては、シナ
リオプランニングにより進めました。シナリオプ
ランニングとは、望ましい未来の状態を探究し、
それを実現するプロセスをシナリオとして描くこ
とで、どのようなことが起こりえるのか、またど
のような選択肢や行動の仕方があるのかについ
て、総合的にイメージとして理解や共感を得る手
法です。
　以下の手順により検討を進めました。
（1）　 今から長期未来にかけて起きる可能性が高

い社会環境の変化の明確化
（2）　 見通しが不確かな社会環境の変化の絞込み

（2つ）

基本構想に定める将来像 後期基本計画で定めるめざしたい未来像 リーディングプラン

1 いきいきした市民の舞台 自分たちのまちは自分たちでつく
る元気な街

（1）　市民参加・社会参加促進プラン

2 ここちよい地域の舞台 住んでいるのが誇らしく思える街 （2）　魅力ある子育て・教育創造プラン
（3）　松戸の住みやすさ再生プラン

3 風格ある都市の舞台 みんなの協力で賑わいのある街 （4）　地域産業活性化プラン
（5）　行財政健全・安定化プラン
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（3）　 （2）を軸として、起こりうる4つのシナリオを設定
（4）　 4つのシナリオのうち、めざしたい未来についての未来像を設定
（5）　 めざしたい未来に到達するための重点施策を設定
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起きる可能性が高い社会環境の変化4

○  少子高齢化が進み、街に、元気な高齢者をより
多く見かけるようになります。その一方、子ど
もの数は減少し、街であまり見かけなくなりま
す。

○   核家族化が進み、多世代同居の大家族は少なく
なっています。そして、ひとり暮らしの高齢者
や夫婦だけの高齢者の世帯が増えています。そ
のため、近隣の人や地域にある身近なサービス
に頼らなければ生活がしにくい世帯が増えてい
ます。

○  生産年齢人口＊13が減り、高齢化が進むこと
で、消費の大きな伸びは期待できません。市民
の価値観が多様化し、商品を選択する基準もよ
り多様化します。

○  東京外かく環状道路（外環）が完成するなど、よ
り交通の利便性はよくなり、東京に通う人たち
の生活都市という街の性格に変化はなく、住民
の転入・転出は、変わらず多い状態が続きます。

○   地球環境問題への市民の関心が高まり、社会全
体として取り組む姿勢ができています。

○   生活都市としての利便性を求めるだけでなく、
緑や自然などに心の癒しを求める人たちが増え
ています。

○   地元コミュニティを大切に思い、活動している
人たちがいる一方、家族や地域のなかで解決で
きない問題も増え、より多様な行政サービスを
望む声が増えます。

○   地域主権改革の進展のなかで、基礎自治体とし
ての市の役割は大きくなります。

○   公共施設をはじめとする社会資本の老朽化が進
み、耐用年数に近づく施設が増えます。

○   テレビ電話やインターネット技術の進展など通
信と放送の融合が図られ、コミュニケーション
手段の多様化がすすみます。また、ネット通販
などオンライン取引を利用する人が増えます。

図表11-1　年齢3区分別の設定人口

図表11-2　松戸市推計世帯数

出典：松戸市人口推計

図表11-3　 20～ 49歳の世代における市外に移りた
い理由（主なもの）

出典：「後期基本計画づくりのための市民ニーズ調査」を基に作成
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第 2節―　リーディングプラン

自分たちのまちは自分たちでつくる元気な街1

見通しが不確かな社会環境の変化

●経済の状況
　日本経済の停滞がこのまま続くのか、経済が好転し、市民がゆとりをもち、生活に潤いを求められるよ
うになるのか
●市民参加の状況
　公共サービスへの市民参加が、それほど進まないままか、市民参加への意識が高まり、身近なことから
徐々に、自分たちで解決しようとする意欲が高まるのか

将来、起こりうる 4 つのシナリオ

　2点の見通しが不確かな社会環境の変化を組み合わせることで、将来、起こりうるシナリオとして、次
の4つのシナリオを描きました。
　そして、経済の状況が好転し、市民参加の状況が高まった状態の「自分たちのまちは自分たちでつくる
元気な街」をめざしたい未来として定めました。
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めざしたい未来の一場面（イメージ）

　めざしたい未来である「自分たちのまちは自分たちでつくる元気な街」について、より多くの方々とイ
メージを共有できるように、めざしたい未来が実現したときのイメージを、具体例をあげながら、共通の
未来の場面を想像できるように、描きました。

　松戸に住む市民一人ひとりに、「地域の問題は地域で解決する」という地域コミュニティ意識が
根付いています。市民センター、小・中学校、町会等の集会所、民間の貸しスペースなど地域に
ある様々な拠点に、様々な目的をもった人が集い、明るい笑顔が絶えることはありません。こう
した拠点がきっかけとなり、隣近所が皆顔見知りとなり、互いに声を掛け合うようになり、赤
ちゃんからお年寄りまで誰もが安心して暮らせる笑顔あふれる街まつどが実現しています。
　また、市職員と市民が協働する機会が増え、お互いに対話する機会が増えました。そのため、
市役所でも、あらゆるところで、市民と職員が笑顔であいさつし、市役所の対応が良くなったと
いう声も増えてきました。
　こうしたことが起きた最初のきっかけは、小さな景気変動はあるが安定した低成長が続き、ゆ
とりが生まれ、将来への不安が軽減されたことにありました。また、働き方も、ワークライフバ
ランス＊14の考え方が浸透し、ワークシェアリング＊15も進みました。さらには、経済的にも自立
したＮＰＯや社会起業家も出現し、地域での就職先の選択肢も増えたこともあって、夫婦二人が
安定した収入を得られるケースが増えました。そのため、多くの人が生活に余裕ができ、それぞ
れがやりたかったことを実現できるようになりました。緑に癒しを求める人、地域でのボラン
ティアを望む人もいれば、自分を磨くことや家族での触れ合いの時間を大切にする人など様々な
生き方をする人が増えました。また、有償、無償を問わずボランティア活動を望む人を中心に市
との協働事業も少しずつ広がりをみせていきました。
　松戸に住む市民一人ひとりが、多様な価値観で生きられるようになっても、最初のころは、お
互いに関心をもつことは余りなく、あいさつする程度でした。しかし、徐々に、日常生活の中で
の関わりが増えるにつれて、お互いの生きてきた中での素晴らしい体験などを話し合えるように
なりました。そうした関わりが広がるにつれて、生き方・価値観を認め合えるようになり、お互
いのことや地域のことに関心を持つ人々が少しずつ増えていきました。
　そうした輪が広がっていくことで、市民全体に、「地域の問題は地域で解決する」といった共通
の基盤が作り上げられていきました。
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リーディングプラン（めざしたい未来に到達するための重点施策）

（1）　市民参加・社会参加促進プラン
　①　地域の問題は、地域で解決する仕組みづくりを進めます
　②　 ボランティア活動をはじめ公共の場に参加しやすくするため、「人づくり」のための仕組みをつくり

ます
　③　NPO活動・ボランティア活動を支援する場を広めるなど協働のまちづくりを強化します
　④　コミュニティビジネスやNPOなどを活性化し、元気な高齢者が活躍できる場をつくります
　⑤　起業をめざす人への支援を強化します
　⑥　 社会的雇用弱者（再就職を希望する高年齢者・女性、就労経験の少ない若者、就労を希望する障害

者など）を中心に就労支援を強化します
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住んでいるのが誇らしく思える街2

見通しが不確かな社会環境の変化

●生産年齢人口
　日本の人口が減少に転じたなかで、松戸が安心して子育てできる働きやすい街となって市の生産年齢人
口が増加するか、あるいは減少するか
●都市としての利便性
　松戸の強みである都市としての利便性がさらに高まり、生活都市として街が活気づいて「おしゃれな街」
になるか、あるいは、公共施設など都市基盤が老朽化した味気のない松戸になるのか

将来、起こりうる 4 つのシナリオ

　2点の見通しが不確かな社会環境の変化を組み合わせることで、将来、起こりうるシナリオとして、次
の4つのシナリオを描きました。
　そして、生産年齢人口が増え、都市としての利便性が高まった状態の「住んでいるのが誇らしく思える
街」をめざしたい未来として定めました。
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めざしたい未来の一場面（イメージ）

　めざしたい未来である「住んでいるのが誇らしく思える街」について、より多くの方々とイメージを共有
できるように、めざしたい未来が実現したときのイメージを、具体例をあげながら、共通の未来の場面を
想像できるように、描きました。

　本格的な人口減少時代に突入し、国や地方自治体、企業においては事業投資や既存資源の活用
などの見直しを図る必要に迫られています。まちづくりにおいても、人口増加時代の住宅地の拡
散から、駅などの拠点を中心とした再集中へと転換期を迎えています。人々も郊外へと住む場所
だけを探した時代から、子育てや介護をする上でもより生活環境の良い都市機能が集約されたま
ちを選ぶ傾向に変化しています。
　成熟社会を迎えた環境の変化に対応するため、市内の全施設の総合的な検証を行い、市民と共
に検討し、再編に向けての基本的な方向性を明らかにしました。そして、松戸駅周辺の公共施設
についても、順次、機能の再編を進めながら、必要に応じて、建替えを進めました。
　また、昭和30年代、40年代に建てられた公団住宅についても、緑と調和した環境などの地域
特性を活かして、魅力あるまちに向かう予定です。
　その団地内には、民間の主導による保育施設が設置され、子育て世代の人たちも多く移り住ん
でいます。この施設は、様々な子どもの状況に応じた多彩なプログラムを地域の小学校と連携し
て取り組んだことにより、乳幼児期から小学校に上がるまでの子どもたちの多様で豊かな成長を
支えています。
　また、松戸駅周辺の活性化（賑わい）や観光、アートなどの市のイメージアップをマスコミ等を
活用して戦略的に行い、都心に近く便利で、おしゃれな街として、家族層など消費傾向の高い市
民から支持されています。
　さらに、教育や児童福祉、小児医療などの子どもに対する施策や子育て支援策、食育推進を重
点的に推進した結果、松戸は、子育てしやすい街として、近隣自治体からの住民の流入が増加
し、活気があふれています。市立病院の建替えや、公共施設のバリアフリー化の進展により、少
子・高齢化に対応する社会基盤が整いました。
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リーディングプラン（めざしたい未来に到達するための重点施策）

（2）　魅力ある子育て・教育創造プラン
　①　子どもを生み、育てるなら松戸と思われるように、子育て支援や教育などの各種施策を推進します
　②　将来の市民を育てるという視点から確かな学力と豊かな人間性を育む教育を進めます
　③　 各学校のカリキュラム＊16開発を強力に支援し、「ヤル気になればデキル」から「デキルからヤル気に

なる」よう学習活動の転換を図り、児童生徒の自ら学び自ら考える力を育成し、基礎的・基本的な
内容を確実に定着させます

（3）　松戸の住みやすさ再生プラン
　①　都市計画制度の状況を分析し、魅力ある市街地の形成を進めます
　②　 UR都市機構などの集合住宅のある街について、若者と高齢者などあらゆる層が交流できる活気あ

るまちづくりに向けて検討します
　③　市民芸術の発信など文化芸術による地域のまちづくりを支援します
　④　 高齢者が住み慣れた街で安心して暮らせるように、身近な問題を地域のみんなで解決できるまちづ

くりを進めます
　⑤　 市立病院を整備し、民間医療機関との連携を強め、医療を必要とする人が安心できるまちづくりを

進めます
　⑥　 警防ネットワークなどの強化により、日常的に人と人のつながりがある「地域防災・防犯体制」づく

りを進めます
　⑦　公共施設の状況を明らかにし、今後の再編整備に向けて検討します
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みんなの協力で賑わいのある街3

見通しが不確かな社会環境の変化

●市の投資力
　今後、日本経済が回復し、市財政も安定化し、産業の活性化やまちづくりを進めるための支出を充実で
きるか、または、厳しい財政状況のなか、緊縮財政が続くのか
●「民」との協力体制
　今後、市民、企業、関係団体などの「民」と「市」の連携が強化され、同じ目的を持って、ともに住みよい
まちを作っていけるかどうか

将来、起こりうる 4 つのシナリオ

　2点の見通しが不確かな社会環境の変化を組み合わせることで、将来、起こりうるシナリオとして、次
の4つのシナリオを描きました。
　そして、市の投資力が増え、「民」との協力体制が良好になった状態の「みんなの協力で賑わいのある街」
をめざしたい未来として定めました。
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めざしたい未来の一場面（イメージ）

　めざしたい未来である「みんなの協力で賑わいのある街」について、より多くの方々とイメージを共有で
きるように、めざしたい未来が実現したときのイメージを、具体例をあげながら、共通の未来の場面を想
像できるように、描きました。

　本市は、経営改革を続け、選択と集中の考え方が定着し、目的をしぼった投資を行うようにな
りました。
　商店会では、地域のお客様を取り込むため、商店会のお店同士での共同事業や他の商店会と連
携しての共同事業を実施しており、魅力あるイベントや販促活動を積極的に行っています。また
各個店では、一店逸品に取り組み魅力ある商品やサービスを提供しています。その結果、来街者
が増加し、それぞれの商店会を中心に賑わいのあるまちになりました。
　商店街の賑わいと伴に、地域住民との連携も図られ、行政と地元住民によるまちづくりのため
の勉強会、検討会が活発に行われ、商業を中心としたまちの発展のための方向が明確になってき
ています。参加者は、松戸市のことを真剣に考え、乗り越えなければならない難しい問題がある
ことも含めて理解しています。また、行政に対する信頼も厚くなり、積極的に協力しようとする
市民が増えています。市の内部での横の連携もよくなり、職員も、市全体の実情をわかった上
で、市民に説明などをできるようになりました。
　松戸駅周辺では、本市の中心市街地として、松戸駅の改造をきっかけに、地元住民も協力し、
賑わいのある都市への転換を図るため都市基盤の見直しなどの検討がされました。市は、地元商
業者、住民と連携し策定した中心市街地活性化のための計画を実現するために、歩道のバリアフ
リー化や街灯の整備と併せて、駅前デッキなどの道路空間や公有地の整備や活用を行い、魅力の
ある街並みに人が集まってきます。周辺の人口を増やし、併せて、商業床の面積を増やすため
に、商業振興策と都市計画等を併用した制度が導入されました。また、新松戸駅周辺、八柱駅周
辺、東松戸駅周辺については、交通結節点としての利便性を生かしながら、ゆとりある街並みの
なか、購買力のある人々が集まり、賑わっています。
　そして、北松戸工業団地を中心とした地区は、交流拠点として都市機能を更新しました。製造
業を営んでいる工場は、「見てもらう」姿勢を大事にし、工場見学をできるようにしました。オー
トメーション化された物流センターも、複雑な荷捌きの過程が子どもたちの興味を集め、人気を
博しています。
　他の工業団地においても、付加価値の高い商品を製造する企業の誘致が進み発展しています。
一方で、周辺の主要幹線道路の整備が進み、立地条件から物流拠点としての利用も進みました。

後
期
基
本
計
画

第
1
章
　
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン

第 1 章　リーディングプラン　|　31　|



リーディングプラン（めざしたい未来に到達するための重点施策）

（4）　地域産業活性化プラン
　①　 市内の交通結節点である主要駅を中心に、民間活力を活かした魅力アップを図り、市内からも市外

からも購買力のある人々が集まる賑わいを創造します
　②　松戸の新しい都市ブランドを構築し、若者が住みたくなるモデル都市を検討します
　③　地元商店街が地域のまちづくりの一翼を担うよう商店街の活性化を図ります
　④　松戸駅の改造をきっかけとした松戸駅周辺の活性化を促進します
　⑤　今後の社会経済環境を勘案しながら工業団地のあり方を検討します

（5）　行財政健全・安定化プラン
　①　 実施計画を選択と集中を明確にした戦略計画として、中期的な財政状況を明らかにし、事業の見直

しを進め、財政の健全化を図ります
　②　政策立案過程の情報も含め、市政情報の「見える化」を進めます
　③　市、外郭団体が保有する資産の実態を明らかにし、資産管理の適正化と効率化を図ります 
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